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編 集 後 記 

本号巻頭言で横浜国立大学教授の松本先生に｢建築鉄骨における溶接継目許容応力度の変遷｣と題し

て，溶接が建築鉄骨の継手に用いられて以降，溶接継目許容応力度がどのような過程を得て変遷してき

たか貴重な情報を提供して頂きました．鋼構造物において，溶接継手は現在では最も一般的な接合方法

として定着しており，溶接品質確保は重大な課題だと考えます．今後若手溶接技能者の減少など溶接技

術を取り巻く環境は厳しくなることが予想されますが，溶接施工ロボットの活用や AI の導入など最新

技術を取り入れることで対応していく所存です．ご多忙の中，執筆をご快諾いただきました松本先生に

心より感謝申し上げます．  

本号の表紙には，橋梁，鉄構および環境事業を象徴する代表的な写真を掲載いたしました．また，当

年度に完成した弊社事業の紹介をはじめ，DX を活用した業務効率化の取組みや研究報告，工事報告，

環境事業に関連する風力発電への取組み，さらに関連会社である KH ファシリテックの鉄構工事紹介な

ど，多岐にわたる内容を盛り込んでおります． 

最後に，本号の発刊にあたり，多くの皆様からご協力を賜りましたことに深く感謝申し上げます．編

集 WG 一同，誌面をお借りして厚く御礼申し上げます． 

（小林 光博，中本 啓介） 
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